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新型コロナウイルス感染症流行下の国内百日咳の疫学のまとめ
(IASR Vol. 42 p113-114: 2021年6月号)より
https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-reference/2540-related-articles/related-articles-496/10456-496r03.html

百日咳届け出患者数の推移の減少とCOVID-19感染予防対策の関係



※

※：0歳時の90％近くは6か月未満なので、１年間あたりに換算すると
この1.8倍であり、7歳時に近い人数となる。次のスライド参照。

百日咳、2019年



※

※：6か月未満約1400人、6-11月約190人
なので、0歳児の88％は６か月未満。

百日咳
2018-20

https://www.niid.go.jp/niid/images/iasr/2021/6/496tf03.gif

6～14歳児は４回接種しているのに
多数が百日咳を発症している。
この年齢層の百日咳抗体陽性者が
50％程度以下と低いことが、この
年齢層での感染増加と関係している。
（次のスライド参照）



7-13歳：05-11年生れ

1-10歳03-12年生れ

03-12年生れ、特に05～11年生まれの児の抗体価が一貫して低い。したがって、
これらの児に用いられたワクチンの質に何らかの問題があった可能性がある。

百日咳抗体
2013年、2018年



全ワクチン
Web表 ワクチン接種者数、死亡数、死亡率の比較
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